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大学生の孤食と孤独感の関係
Ⅰ　はじめに
　近年，食生活や食習慣の変化が問題とされている。その問題のひとつが孤食である。誰かと一
緒に食事を取る行為である共食は，家族間や友人間でのコミュニケーションの場としても有効で
あり，平成23年度から施行された第２ 次食育推進基本計画では「家庭における共食を通じた子ど
もの食育の推進」が掲げられ，すべての年代において家族との共食頻度の増加が求められている１）。
共食頻度は20・30歳代の男性で最も低く，20から50歳代では男性に比べて女性が有意に多く，週
10回以上家族と共食していた２）。さらに，共食頻度が少なく孤食の多い20・30歳代の女性はスト
レスを感じていた。さらに，青年期における家族との共食と心理社会的幸福感との関連を検討し
た研究では，家族との共食頻度が増加すると喫煙，飲酒，マリファナの使用の頻度が低下するこ
と，逆に家族との共食頻度が減少すると抑うつ症状，自殺願望を有する者の割合が高くなること
大学生の孤食と孤独感の関係
　
Relationship between solitary eating and loneliness feeling 
in the university students
Abstract
 Relationship between solitary eating and loneliness feeling was examined in the 100 
university students. There was not different between men and women about the mental need 
to eating alone. Although most subjects felt fun when they eat in great numbers, the higher 
than half did not want to always eat with somebody, and had desire to eating alone, and the 
person who felt it if eating alone was more stable mentally. About the loneliness feeling, a 
factor analysis was performed and was divided into 3 factors of solitary state, substantial 
human relations, and  connection with others. By a multiple linear regression models, the 
substantial human relations factor might contribute “to be fun when I ate in great numbers”. 
These results suggested that the person who had low substantial human relations might 
avoid eating together. 
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が報告されている３）。
　一方，「ぼっち席」というテーブルの上に仕切りを設けて，対面する人の顔を見えなくした一人
で食べる専用の席が大学食堂で作られたことが最近話題になっている４）。一緒に食事をする相手
がおらず一人で食事しているのを見られたくないという心理の大学生に配慮したためのようであ
る。このような心理は，「便所飯」というトイレの個室で食事をするといったような行動がみられ
る場合がある。このような行動はランチメイト症候群とも呼ばれ，コミュニケーションの葛藤で，
学校や職場で一緒に食事をする相手がいないことに一種の恐怖を覚えるという説明がなされてい
る５）。一緒に食事をする相手がいないことに加えて，誰の気兼ねなく一人だけで食べたいという
心理もあるのではないかとも考えられる。食事を一人で食べたい時があるのか，またはずっと一
人だけで食べたいのか，それとも他人と食べるのが嫌なのか，なぜ孤食を好むのかという疑問と
孤独感と関連があるのではないかと考えられる。
　一方，孤独感について，その定義は「人間関係の中でわれわれがこうありたいという願望があ
るときに，その願望が十分満たされなかったり，逆に心理的な満足感を低下させるような結果が
生じたりしたときに感じる感情の一つである」６）。さらに，落合（1983）７）は特に青年期の孤独感
を「人と親密な関係を持とうとする志向性を持ちながら，それが実現しないとき，人間同士の理
解・共感は難しいと感じ，自分は一人だと感じること」としている。孤独感の特徴は，第１ に孤
独感は人の社会的関係の不足から生じるものであること，第２ に孤独感は主観的な経験であるこ
と，第３ に孤独の経験は不快で苦悩を与えるものであることである８）。生起した孤独感は人間に
対してばかりでなく，ペットに対してもネガティブな態度を伴う９）。なお，孤独感に関する従来
の研究については広沢（2011）10）を参照されたい。
　孤独感は人間関係の経験から生じるものであり，共食により人間関係を維持しようとするのか，
共食を極力せず他の人との人間関係を避けることもありうる。孤食に関してここで，二つの仮説
が立てられる，「孤独感が強いと一人で食べたくない」と「孤独感が強いから一人で食べたい」と
いう，相反する二つの可能性が考えられる。
　そこで本研究では，大学生を対象に孤食と心理的要因の孤独感にどのような関係があるのかに
注目し，孤食への態度と改訂版 UCLA孤独感尺度との関係を調べた。
Ⅱ　方法
１．調査対象
　調査対象は大学生100名（18～23歳，男子59名，女子41名）であった。本研究は関西国際大学研
究倫理委員会の承認を得，関西国際大学研究倫理憲章に従い，参加者全員にインフォームド・コ
ンセントを得た。
２．質問紙および尺度
　質問紙を用いて，孤食への態度と孤独感について調べた。質問の項目は，①年齢②性別③孤食
への態度についての質問３項目（ａ．一人で食事をしたいと思うことがある，ｂ．大勢で食事を
すると楽しい，ｃ．一人で食事をすると落ち着く）と改訂 UCLA孤独感尺度11，12）であてはまら
ない，ややあてはまらない，どちらともいえない，ややあてはまる，あてはまる，の５件法を用
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いた。
３．調査の実施
　2013年６月に，集団自記式で行った。
４．統計的処理
　孤食への態度の分布について男女の比率比較をするためにχ2検定を行った。UCLA孤独感尺
度20項目で因子分析を実施した。また，孤独感と孤食への態度の関係を調べるため重回帰分析を
行った。統計処理には SPSS（ver.19）を用いた。
Ⅲ　結果及び考察
１．孤食への態度について
（１）「一人で食事をしたいと思うことがある」という項目に対して
　図１に「一人で食事をしたいと思うことがある」という項目に対する男女比率を示した。男女
間の比率に有意な違いは見られなかった（χ２（１，４）＝5.86，p=.21）。「あてはまる」「ややあて
はまる」と答えた人が54人（54％）であった。「あてはまらない」「やや当てはまらない」と答え
た人は27人（27％）おり，食事は誰かと一緒に食べるもの，あるいは共食したいと感じている。
しかし，半数以上はいつも誰かと一緒に食べたいと思っているわけではなく，時には一人で食べ
たいという孤食願望がある人も少なからず存在すると推測される。
図１　孤食への態度（ 一人で食事したいと思う時がある）の人数分布
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（２）「大勢で食事をすると楽しい」という項目に対して
　図２に，「大勢で食事をすると楽しい」という項目に対する男女比率を示した。男女間の比率に
有意な違いは見られなかった（χ２（１，４）＝7.04，p=.13）。「あてはまる」「ややあてはまる」と
答えた人が81人（81％）であった。
　この結果から，男性も女性も多くのの人が，大勢で食事をすると楽しいと感じており，共食の
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楽しかった体験から得られたものと考えられる。
（３）「一人で食事をすると落ち着く」という項目に対して
　図３に，一人で食事をすると落ち着くという項目に対する男女比率を示した。男女間の比率に
有意な違いは見られなかった（χ２（１，４）＝5.18，p=.27）。「あてはまる」「ややあてはまる」と
答えた人が57人（57％）のに対して，「あてはまらない」「やや当てはまらない」と答えた人は19
人（19％）であった。
　この結果により，一人で食事をすると落ち着いて，安心して食事ができると感じている人が少
なからず存在し，孤食の方が精神的に安定すると感じている人がいることを示している。
図３　孤食への態度（一人で食事をすると落ち着く）の人数分布
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（４）孤食への態度に関する総合的考察
　「一人で食事をしたいと思うことがある」という項目と「大勢で食事をすると楽しい」という
項目」の相関関係（γ＝ -.19，p=.06），および「大勢で食事をすると楽しい」という項目と「一
図２　孤食への態度（大勢で食事をすると楽しい）の人数分布
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人で食事をすると落ち着く」という項目の有意な関係（γ＝ -.16，p=.11）は見られなかった。し
かし，「一人で食事をしたいと思うことがある」という項目と「一人で食事をすると落ち着く」と
いう項目」の関係は有意であった（γ＝ -.60，p=.00）。
　大勢で食事をすることは楽しいと思っている人は多いが，たまには一人で食事をすることも落
ち着いて安心した状態で食事ができ，さらには一人で食事することを楽しみに思っている人もい
ると推測される。
２．孤独感について
　孤独感と孤食についてどのような因子によって分けられるか調べるために，因子分析を行った
（表１）。主因子法プロマックス回転を施し，パターン行列を示した。因子負荷量が0.3よりも低い
項目を除いた。因子数はスクリープロットを見て３因子とし３因子が抽出された。内的一貫性に
ついて，クロンバックα係数は，因子Ⅰ .852，因子Ⅱ .779，因子Ⅲ .709，といずれも0.6以上で内
的一貫性が見られた。
　尺度の因子名については，因子負荷量の数値を判断基準にし，因子名をつけた。
　因子Ⅰについては，項目内容が「他人から独立している」，「無視されている」，「人との付き合
いがない」，「頼りにできるに出来る人が誰もいない」などの項目から孤立状態因子とした。因子
Ⅱについては，「周囲の人たちと共通点が多い」，「本当に理解してくれる人がいる」，「周囲の人た
ちと調子よくいっている」，などの項目から充実した人間関係因子とした。因子Ⅲについては，「一
人ぼっちではない」，「頼りにできる人たちがいる」，「親密感の持てる人がいる」などの項目から
表１　孤独感に関する因子分析結果
ᅉ䚷Ꮚ䚷㈇䚷Ⲵ䚷㔞 ඹ㏻ᛶ
䊢䊡䊠┠䚷㡯䚷ၥ䚷㉁
ᅉᏊ䊠䠊Ꮩ❧≧ែ䚷䠄䡊䠙䠒䠈䃐䠙㻚㻤㻡㻞䠅
㻝㻣 ௚ே䛾ே䛯䛱䛛䜙⊂❧䛧䛶䛔䜛
   
㻝㻜 ௒䚸ㄡ䛸䜒ぶ䛧䛟䛧䛶䛔䛺䛔
   
㻝㻠 ↓ど䛥䜜䛶䛔䜛
   
㻡 ே䛸䛾௜䛝ྜ䛔䛜䛺䛔
   
㻢 㢗䜚䛻䛷䛝䜛ே䛜ㄡ䜒䛔䛺䛔
   
㻝㻢 ⚾䜢䜘䛟▱䛳䛶䛔䜛ே䛿ㄡ䜒䛔䛺䛔
   
ᅉᏊ䊡䠊඘ᐇ䛧䛯ே㛫㛵ಀ䚷䠄䡊䠙䠑䠈㻌䃐䠙㻚㻣㻣㻥䠅
㻥 ⮬ศ䛾࿘ᅖ䛾ே䛯䛱䛸ඹ㏻Ⅼ䛜ከ䛔
   
㻤 ぶ䛧䛔཭䛰䛱䛾୰䛷Ḟ䛟䛣䛸䛾䛷䛝䛺䛔Ꮡᅾ䛷䛒䜛
   
㻝㻥 ⚾䜢ᮏᙜ䛻⌮ゎ䛧䛶䛟䜜䜛ே䛜䛔䜛
   
㻝㻡 ♫఍ⓗ䛺䛴䛺䛜䜚䛿䛖䜟䜉䛰䛡䛾䜒䛾䛷䛒䜛
   
㻠 ⮬ศ䛾࿘ᅖ䛾ே䛯䛱䛸ㄪᏊ䜘䛟䛔䛳䛶䛔䜛
   
ᅉᏊ䊢䠊௚⪅䛸䛾䛴䛺䛜䜚䚷䠄䡊䠙䠒䠈㻌䃐䠙㻚㻣㻜㻥䠅
㻣 ୍ே䜌䛳䛱䛷䛿䛺䛔
   
㻞㻞 ヰ䛧䛛䛡䜛䛣䛸䛾䛷䛝䜛ே䛯䛱䛜䛔䜛
   
㻝㻤 ᮃ䜐䛸䛝䛻䛿䛔䛴䛷䜒䚸ே䛸䛴䛝䛒䛖䛣䛸䛜ฟ᮶䜛
   
㻞㻟 㢗䜚䛻䛷䛝䜛ே䛯䛱䛜䛔䜛
   
㻞㻜 䛯䛔䜈䜣ᘬ䛳㎸䜏ᛮ᱌䛺䛾䛷䜏䛨䜑䛷䛒䜛
   
㻝㻟 ぶᐦឤ䛾ᣢ䛶䜛ே䛯䛱䛜䛔䜛
   
㈇䚷Ⲵ䚷㔞䚷ᖹ䚷᪉䚷࿴
  
ᐤ䚷୚䚷⋡䚷䠄䠂䠅
  
⣼䚷✚䚷ᐤ䚷୚䚷⋡䚷䠄䠂䠅
  
ᅉ䚷Ꮚ䚷㛫䚷┦䚷㛵 䊠
  
䊡
  
䊢
  
05堀尾　強ほか③.indd   51 2017/03/01   8:47:39
－　　－52
関西国際大学研究紀要　第18号 大学生の孤食と孤独感の関係
他者とのつながり因子とした。
３．孤食への態度と孤独感の関係
　孤食への態度と孤独感の関係を調べるために，重回帰分析を行い，図４にパス図を示した。
　孤食への態度（一人で食事をしたいと思うことがある）と孤独感との関係は，孤立状態因子，
充実した人間関係因子，他者とのつながり因子のいずれも，有意な関係は見られなかった。孤食
への態度（一人で食事すると落ち着く）と孤独感との関係も，孤立状態因子，充実した人間関係
因子，他者とのつながり因子のいずれも，有意な関係は見られなかった。
　孤食への態度（大勢で食事をすると楽しい）と孤独感との関係では，孤立状態因子と他者との
つながり因子は，大勢で食事をすると楽しいに有意な差はなかった。充実した人間関係因子は，
大勢で食事をすると楽しいに標準化係数0.25*で有意な差があり，充実した人間関係因子（自分の
周囲の人たちと共通点が多い，親しい友だちの中で欠くことのできない存在である，自分の周囲
の人たちと調子よくいっている）の人，すなわち孤独感の低い人は大勢で食事をすると楽しいと
感じていると考えられる。
図４　パス図
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４．孤食と共食
　では，なぜ現代の学生はぼっち席やランチメイト症候群といわれる一緒に食事をする相手がい
ないことに一種の恐怖を覚える心理が生まれるのだろうか？共食が勧められる社会的環境による
のか，そもそも一人では食べたくないという心理が存在しているのだろうか？
　内閣府（2012）13）が作成した“食育白書”にも「国民が生涯にわたって健全な心身を培い，豊
かな人間性をはぐぐむための食育を推進することは極めて重要である。特に，家族が食卓を囲ん
で共に食事をとりながらコミュニケーションを図ることは，食育の原点であり，子どもへの食育
を推進していく大切な時間と場である。」と述べている。平成17年国民健康・栄養調査14）による
と，「朝食を子どもだけで食べる」という回答が，38.6％を占め，昭和57年の22.4％，平成５年の
31.4％と比べ年々増加しており，孤食が増加している。
　子どもの孤食の原因としては，塾通いや稽古事などで帰宅が遅くなるといった子どもの事情や，
親の就業時間や通勤時間が伸びたこと，共働きなどで，親と子どもの生活サイクルが合わなくなっ
たりするなどして家族揃って一緒に食事が出来ず，出来合いの食事で夕食を済ませたり，インス
タント食品などを夜食に食べて済ませてしまうということから起きると考えられる15）。
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　孤食の問題点は，摂取栄養量の過不足や栄養のアンバランスの他に，食欲がない，頭痛，腹痛，
などの不定愁訴が多いことがあげられる16）。これらの問題の他に，子どもが食事の大切さや食文
化，食べ方のマナーなどのしつけを学ぶ機会が少なくなっていることである。さらに，家族との
共食頻度が高い小・中学生は，精神的健康状態が良好であること17），食物摂取内容が良好である
ことが報告されている18，19）。また，高校生時に家族との共食頻度が高い人は５年後の青年期にお
いて，野菜，果物等の摂取量が多く，女子のダイエット剤等を用いた過度の体重コントロール行
動が少ないことが報告されている20，21）。このように，子どもの頃から青年期に至る共食状況の継
続性を成長期の子どもにとって健全な食生活は，健康な心身をはぐくむために欠かせないもので
あると同時に将来の食習慣の形成に大きな影響を及ぼすといわれている２）。
　成人においては，家族と一緒に食べることが「ほとんどない」と答えた人の割合は，朝食・夕
食ともに20代男性で最も高くなっている22，23）。20・30歳代男性は他の年代に比べてバランスのよ
い食事を摂るための意識が低いこと24）も報告されている。米国においても思春期の過去１週間の
共食の頻度０回9.9％，１，２回24.7％，３－６回39.1％，７回以上26.3％と共食の頻度にばらつき
があり，共食の頻度が少ないと果物や野菜の摂取が少ないという報告がある25）。英国でも高齢者
とくに一人暮らしで食事している男性は，野菜や果物の摂取が少ないという26）。やもめ暮らしは
市販食が多く，手作り食品が少なく，食欲が低く，体重低下が見られ，食事を楽しまないという
報告がある27）。食や健康への関心の低さや個人のライフスタイルが，共食頻度に影響を与えてい
る可能性が考えられる。さらに，共食の回数と家族の情緒的な絆は関係しており，絆が少なすぎ
ても多すぎても，健康的な食生活は取り入れられないし，維持もできない28）。共食と精神的な健
康はお互いに影響しあっていると考えられる。
　本研究により明らかになったことは，大勢で食べることは楽しいことだと多くの大学生が考え
ているが，特に，孤独感の高い人は一人で食べることにより精神的安定を得られ，一人で食べる
孤食を求めていると考えられる。しかし，孤独感があるから孤食になるのか。共食経験が少ない
から，孤立感が生まれるのか。孤食をするから孤独感が生まれるのか。また，このことが青年期
特有な現象なのか他の世代にも当てはまる一般的なことなのかは今後の研究を待たねばならない。
Ⅳ　総括
　１．大学生100名を対象に，孤食への態度と改訂版 UCLA孤独感尺度との関係を検討した。
　２．孤食への態度については，男女間の有意な違いはなかった。ほとんどの人が，大勢で食事
をすると楽しいと感じているものの，半数以上はいつも誰かと一緒に食べたいと思っているわけ
ではなく，孤食願望があり，孤食の方が精神的に安定すると感じている人がいることを示してい
る。
　３．孤独感については，因子分析を行い，孤立状態因子，充実した人間関係因子，他者とのつ
ながり因子の３因子に分けられた。
　４．孤食への態度と孤独感について重回帰分析により解析したところ，「一人で食事をしたいと
思うことがある」「一人で食事をすると落ち着く」は，どの因子も有意な関係は見られなかった
が，「大勢で食事をすると楽しい」は充実した人間関係因子が貢献していると推察された。
　５．これらの結果より，人間関係が充実していない人は大勢で食事をすることを好まない傾向
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にあることが示唆された。
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